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　海洋表層微生物を起源とする大気エアロゾルの生成・成長は、雲粒生成等を通して地球の放射収支や生物地

球化学的な物質循環に影響を与える。海洋大気エアロゾルについては硫酸塩の他に、植物プランクトンや溶存

有機物など海洋微生物に由来する有機物が多く存在することが近年の研究で明らかになっている。現在の気候

モデルでは、一般に海洋大気の有機エアロゾル量を表層海水中のクロロフィルa濃度と海洋表面風速の関数と

して表現している。しかしながら、海洋大気エアロゾル中の有機物量はクロロフィルaだけでは再現できない

ことが洋上現場観測の結果から示唆されており、海洋大気有機エアロゾルの起源や生成を制御する因子（海洋

表層微生物の種類・量・活動度など）やその雲粒生成能については、理解が極めて不十分である。海洋表面か

ら大気に放出される有機エアロゾル量は海水における粒子態・溶存態などの形態や微生物の種類・活動度を反

映すると予測されるが、表層海水中の有機物と直接関連付けた実大気エアロゾルのデータは極めて限られてお

り、気候モデル等で海洋大気の有機エアロゾル生成量を正確に表現するには至っていない。 

　本研究は2015年3月6日–26日（春季植物プランクトン増殖前）の親潮・沿岸親潮における学術研究船白鳳

丸を用いた観測研究（KH15-1）において、表層海水中の微生物とその代謝物による有機物の変動を包括的か

つ系統的に捉え、大気中の有機物と直接比較することで、有機エアロゾル生成に対する海洋表層の微生物活動

の寄与を明らかにすることを目的とした。粒径別に取得したエアロゾルサンプルの組成分析結果から、サブミ

クロン粒子の平均質量割合は有機炭素が最も多い（~40%）ことが明らかになり、水溶性有機炭素

（WSOC）の安定炭素同位体比（δ13CWSOC）の測定結果から、エアロゾル有機物の大部分が海洋表層水の溶

存態有機炭素（DOC）および粒子態有機炭素（POC）に起因することが示唆された。本発表では研究航海にお

ける大気観測の概要紹介とともに、海洋表層起源の有機物の質量割合が支配的なサブミクロン粒子について

（１）三次元蛍光分析による海洋表層起源WSOC の特徴づけと表層海水中のDOCとの比較、（２）珪藻ブ

ルームの発達過程に伴うPOCとの関係等について議論する。
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